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地
域
生
活
を
考
え
る

　
～
12
年
間
の
学
校
生
活
の
先
の
現
状
～

編
集
委
員

石
　
橋
　
　
吉
　
章

広場広場　
12
年
間
に
渡
る
学
校
生
活
を
終
え
、
社
会
に
地
域
に
は
ば
た
く
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
緊
急

事
態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
）
は
、
進
路
先
を
選
択

す
る
現
場
実
習
が
中
止
と
な
っ
た
り
、
体
験
や
面
談
も
な
い
新
た
な

方
法
で
決
め
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
親
と
と
も
に
不
安
が
続
き
、
受

け
入
れ
側
も
不
安
を
も
っ
て
対
処
し
、
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
12
年
間
過
ご
し
た
後
の
生
活
の
場
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
の
機
会
均
等
の
理
念
に
基
づ
き
、「
特
殊
教
育
」
の
義
務
化

が
昭
和
54
年
に
よ
う
や
く
実
現
し
、
全
員
就
学
が
始
ま
り
、
子
ど
も

が
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通

え
る
よ
う
に
と
努
力
し
て
き
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
ホ
ッ
ト
し
、

ま
ず
は
学
校
生
活
に
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。
卒
業
後
の
こ
と
は
、
高

等
部
に
進
学
し
た
頃
か
ら
考
え
始
め
ま
す
。
卒
業
後
の
多
く
は
、
福

祉
的
就
労
の
地
域
作
業
所
（
現
在
の
就
労
継
続
を
含
む
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）
へ
、「
就
労
は

今
一
歩
」の
方
は
、職
能
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
親
か
ら
離
れ
て
、

職
業
訓
練
校
（
寮
生
活
、
２
年
間
）
を
経
て
就
職
、「
学
業
を
望
む
」

方
は
、
専
門
学
校
や
大
学
に
進
学
、
卒
業
後
同
時
は
数
少
な
い
と
推

察
し
ま
す
が
、
在
宅
・
施
設
入
所
が
進
路
先
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

親
子
と
と
も
に
地
域
で
の
生
活
を
前
提
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
（
中
間
報
告
）
で
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、障
害
者
総
合
自
立
支
援
法
（
現
在
の
障
害
者
総
合
支
援
法
）

の
施
行
、
平
成
16
年
の
知
的
障
害
者
施
設
の
解
体
宣
言
（
施
設
か
ら

地
域
へ
）
で
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
地
域
へ
は
、
終つ
い
の
棲す

み
家か

を
施
設
入
所
と

予
定
し
て
い
た
親
に
と
っ
て
は
大
き
な
影
響
、
不
安
を
覚
え
、
子
ど

も
の
生
活
基
盤
と
し
て
福
祉
ホ
ー
ム
（
主
に
妻
帯
者
）、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
障
害
者
権
利
条
約

の
批
准
、
障
害
者
差
別
解
消
法
（
合
理
的
配
慮
）
の
制
定
で
卒
業
後

も
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
家
庭
で
と
も
に
過
ご
し
、
時
期
を

見
て
施
設
入
所
の
将
来
設
計
か
ら
一
気
に
ど
こ
に
住
ま
わ
せ
る
か
を

特
別
支
援
学
校
入
学
と
同
時
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
卒
業
後
の
社
会
参
加
の
あ
り
方
は
、
地
域
に
よ
っ
て
全
く
対
応
が
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１　

�

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
以
前
、
ま
た
は
直
後
に
開
所
し
た
共

同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
は
、

　
　
①�

親
が
通
所
作
業
所
、
生
活
介
護
事
業
所
を
立
ち
上
げ
運
用
し

て
い
る
経
緯
か
ら
子
ど
も
の
将
来
を
案
じ
て
共
同
生
活
援
助

を
作
ら
れ
る
ケ
ー
ス

　
　
②�

親
の
運
動
に
共
感
し
て
集
ま
っ
た
支
援
者
（
特
別
支
援
学
校

の
先
生
が
多
い
）が
作
る
ケ
ー
ス
…
運
営
上（
人
材
と
管
理
）

大
き
な
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
　
③�

重
症
心
身
障
害
児
の
通
園
施
設
か
ら
子
ど
も
の
生
末
を
案
じ

て
共
同
生
活
援
助
を
作
る
ケ
ー
ス

　
　
④�

新
し
い
「
日
中
活
動
支
援
型
」
は
、
大
き
な
社
会
福
祉
法
人

や
株
式
会
社
に
よ
り
作
る
ケ
ー
ス

　
　

�

が
あ
り
ま
す
が
①
②
が
多
く
、
③
は
稀ま

れ
で
、
④
は
こ
れ
か
ら
で

す
。

２　

�「
契
約
」
と
な
っ
た
た
め
か
行
政
が
積
極
的
に
関
与
す
る
事
業

所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３　

�

既
存
の
共
同
生
活
援
助
は
、
週
末
家
庭
で
過
ご
し
て
い
て
、
移

動
や
家
庭
で
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。

４　

�

重
度
重
複
障
害
者
が
地
域
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
人
材
の
確
保
と

と
も
に
障
害
支
援
区
分
や
加
算
等
の
報
酬
で
構
成
す
る
経
費
を

含
め
て
共
同
生
活
援
助
事
業
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
結
び
に
、国
際
障
害
者
年
に
は
じ
ま
り
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
、

障
害
者
基
本
法
の
改
訂
、
及
び
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
障
害
の
有

無
に
関
係
な
く
、
子
ど
も
が
目
指
す
社
会
に
は
ば
た
く
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
私
た
ち
の
手
で
つ
か
み
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
「
真
の
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
父
母
の
力
が

必
要
で
す
。

違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
設
置
法
で
特
別
支
援
学
校
の
設
置

者
が
県
行
政
で
、
地
域
で
の
生
活
は
、
市
町
村
行
政
に
あ
る
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
将
来
を
考
え
る
時
期
が
年
々
早
く
な
っ
て
い

る
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
高
等
部
の
進
学
時
に

親
が
集
い
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
考
え
、
作
業
所
を
作
っ
て
い
く
の

が
地
域
の
生
活
資
源
が
整
っ
て
い
な
い
「
措
置
」
の
時
代
で
す
。
そ

の
居
場
所
は
、地
域
や
教
会
の
集
会
所
や
行
政
機
関
の
一
角
で
あ
り
、

親
た
ち
が
資
金
を
出
し
合
い
運
営
し
て
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
行

政
が
助
成
を
し
て
作
業
所
と
な
り
、
そ
の
運
営
過
程
か
ら
自
ず
と
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
取
り
組
み
、
今
日
の
生
活
介
護
事
業
所
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
市
で
は
、「
措
置
」
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、

市
行
政
が
子
ど
も
の
在
宅
生
活
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
計
画
的
に
社
会
参

加
の
場
を
建
設
す
る
と
と
も
に
年
２
回
程
度
の
福
祉
行
政
と
学
校
間

で
懇
談
会
を
設
け
、
卒
業
後
の
社
会
参
加
を
協
議
し
て
い
る
の
は
、

先
達
の
父
母
の
会
の
運
動
・
努
力
が
基
礎
を
作
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
市

で
は
、
親
が
集
ま
る
場
を
設
け
れ
ば
助
成
し
、
作
業
所
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
習
得
し
た
美
術
関
係
の
こ
と
を
在
宅
で
さ
れ
る
方
も
い
ま

す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
が
障
害
者
総
合
支
援
法
で
統
合

さ
れ
、
重
度
重
複
障
害
の
あ
る
方
、
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
方
の
共

同
生
活
援
助
事
業
所
に
期
待
を
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
増
え
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
般
社
団
法
人
全
国
肢
体
不
自
由
児
者
父
母

の
会
連
合
会
（
全
肢
連
）
が
実
施
し
た
「
重
度
障
害
者
対
応
共
同
生

活
援
助
の
支
援
体
制
の
在
り
方
」
検
討
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

共
同
生
活
援
助
事
業
者
と
の
面
談
か
ら
も
重
度
障
害
者
対
応
共
同
生

活
援
助
の
開
設
は
、
難
し
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
次
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
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